
熊本博物館ニュース
2023年1月

申込方法
教室名・住所・氏名・学年・電話番号・希望時間帯を明記し熊本博物館HP申込専用
フォームまたは、往復はがきでご応募ください。応募多数の場合は抽選となります。
往復はがき郵送先    【熊本博物館】〒860-0007 熊本市中央区古京町3-2

子ども科学・ものづくり教室

企画展　＜特別展示室３＞

写真展　＜２階ロビー＞
くまはく掲示板

特 別 史 跡 熊 本 城 跡 発 掘 風 景
（熊 本 城 調 査 研 究 セ ン タ ー 提 供）

くまもと市遺跡発掘速報展２０２２

　本展では、近年の熊本市域での発掘調査や調査後の整理で見つかっ
た新発見を展示します。熊本市では毎年多くの発掘調査をおこない、
住居や墓のあとが見つかったり、土器や石器などが出土したりして
います。どれも熊本市の歴史の一部を物語る貴重な物です。
　展示を通して、熊本市の歴史を妄想してみませんか。

２０２２年１２月１０日（土）ー２０２３年２月１９日（日）

活性炭電池を作ろう
活性炭などの身近な材料を使って電池を作り、電子オルゴールを鳴らしたり、モーターを回した
りしてみましょう。

日 時

場 　 所
対 　 象

定 　 員
費 　 用
申込締切

熊本博物館内「実験・工作室」
小中学生
小学３年生以下は保護者同伴
各回３０人
入場料（市内小中学生は名札等の提示で無料）
１月６日（金）必着

①　１０：３０～１２：００
②　１３：３０～１５：００

１月１４日（土）

くまはく S L
１００歳記念

2023 年 1 月 11 日（水）～

あの日あのとき、思い出の一枚

写 真 パ ネ ル 展

　そんな「くまはく SL」が令和 5年、１００歳を迎えます。
　そこで１００歳を記念した「くまはく SL」の写真パネル展を開催します。
　市民をはじめ県外の方々からもご提供いただいた写真パネルの展示を通して、当時の関
係者や来館者の思いや願いの一端に触れるとともに、「くまはく SL」をはじめとした貴重
な資料や文化財を大切に守り伝えていく意味について、考える機会になればと思います。

　熊本博物館の屋外展示場にある蒸気機関車 69665 号機
（くまはく SL）は、昭和年間に 30 年以上も豊肥本線を走っ
ていた熊本にゆかりの深い貨物用車両です。引退後は、当
時の国鉄から熊本市に貸与され、以後多くの来館者に熊本
博物館の SL として親しまれてきました。

くまはく HP に NEW コンテンツ

２月は誕生月間です

令和 5 年（2023）１月より熊本博物館 HP に新たなコンテンツが増えます。
博物館で働く職員は日々何を考え、何をしているのか？
くまはくをより身近に感じていただけるよう、毎月 1 回、くまはく職員の
１行コメントの HP 掲載を始めます。
コメントを通して、くまはくの雰囲気を感じていただけると幸いです。

２月は熊本博物館の誕生月です。
誕生月間のイベント等を、現在各分野ごとに考えています。
期間中、イベントをはじめ、多くの方のご来館をお待ちしています。

会場：当館２階ロビー
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VOYAGER
ボ イ ジ ャ ー　終 わ り な き 旅

２０２２年１２月３日（土） ～ ２０２３年３月５日（日）
２機の無人惑星探査機「ボイジャー」。
木星のオーロラ・土星のリング・初めて間近にとらえた天王星と海王星、
活動的な衛星…。
そこには、科学者たちの予想をはるかに超えた世界が広がっていた。
そして、惑星探査のミッションを終えた後も、勇敢なボイジャー〈探検者〉
の旅は続く。
ボイジャーの果てしない冒険の物語が今、始まる。

日ごろ音声でお伝えしているプラネタリウムの解説に字幕が付きます。前半は当日夜に見える星空
を解説し、後半では「まだ見ぬ宇宙へ」を投映します。
※補聴装置（磁気誘導ループ）もご利用いただけます。対応の補聴器をお持ちの方はご持参ください。
日時：１月２９日（日）　① １２：４０～ 　② １４：１０～

字幕付きプラネタリウム

お休みのお知らせ
メンテナンスのため下記日程は投映をお休みします。
日時：１月１１日（水）、１月１２日（木）


